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　斑鳩町では、自治体や民間企業と連携を深め、「和の精神でつくる新しい斑
鳩づくり」をすすめています。その大きな一歩として、３月22日、奈良県と
斑鳩町が、地域の持続的発展や活性化のための「まちづくりに関する連携協定」
を締結しました。
　今後、「法隆寺とＪＲ法隆寺駅周辺地区」を対象地区として、「まちあるき」
と「周遊・着地型観光のまちづくり」をコンセプトに、情報や意見を交換しな
がら、奈良県と協働でまちづくりに取り組んでいきます。
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法隆寺とＪＲ法隆寺駅周辺地区の課題

●法隆寺だけをたずねる通過型観光となりがちで、地域経済への波及効果が低い。
●町の玄関口・ＪＲ法隆寺駅から、法隆寺へのアクセスがよくない。
●法隆寺駅周辺に商業施設等が少ない。

協定により取り組む　まちづくりの方向性

●法隆寺周辺での「歴史・観光まちづくり」の推進
●ＪＲ法隆寺駅周辺の交通結節機能の向上
●�ＪＲ法隆寺駅～法隆寺・法起寺・法輪寺周辺の回遊性の向上と奈良公園等との
広域交通アクセスの強化

※�「県と市町村とのまちづくりに関する連携協定」…奈良県が、まちづくりに前向
きでやる気やアイデアのある市町村をより積極的に支援するための協定です。

プロジェクト進行中！周遊・着地型観光のまちづくり

法隆寺周辺地区で、まちあるき拠点の民間誘致を計画中

　観光客がもっとゆっくり斑鳩の里を楽しむことができ、斑鳩
町の観光産業も発展するよう、「宿泊施設の誘致」をすすめて
います。
　このたび、法隆寺１丁目地内の法隆寺観光自動車駐車場とそ
の北側のまちづくり拠点用地において、「マルシェ・ホテル・
駐車場複合施設」を民間誘致することとし、その準備をすすめ
ています。

問合せ　まちづくり政策課（☎内線212）

まちあるきしやすい

環境整備をすすめています
　案内板の設置や、民間事業所の
Wi-Fi の整備を支援するなど、観
光客がもっと
快適にまちあ
るきできる環
境整備をすす
めています。

▲ まちづくり協定書を交わして握手する荒井知事（左）と中西町長（右）

奈
良
県
と
斑
鳩
町
が

ま
ち
づ
く
り
の
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
中
！

和
の
精
神
で
つ
く
る
新
し
い
斑
鳩
づ
く
り
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　５月13日（日）、史跡中宮寺跡
の史跡公園がオープンします。
　平成25年から行ってきた整備
工事の完了を記念して竣工式を行
い、その後、一般公開します。
　憩いの場として、ご利用くださ
い。
※�現地に駐車場はありません。車でのご
来園はご遠慮ください。

問合せ　斑鳩文化財センター
　　　　（☎0745�1200）

中
宮
寺
跡
と
は

　

中
宮
寺
は
、
聖
徳
太
子
の
母
の
住
居

（
宮
）
を
寺
に
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
木も
く

造ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

半は
ん

跏か

像ぞ
う

（
国
宝
）
な
ど
で
有
名
な
尼

寺
で
す
。
飛
鳥
時
代
に
建
立
さ
れ
ま
し
た

が
、
江
戸
時
代
初
期
に
現
在
の
場
所
に
移

転
し
ま
し
た
。
移
転
後
は
、
大
半
が
農
地

と
な
り
、
敷
地
の
南
東
に
溜
池
が
掘
ら
れ

る
な
ど
、
ほ
ぼ
中
央
に
土
壇
を
残
す
以
外

は
、
そ
の
姿
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。

中
宮
寺
跡
の
姿
と
は

　

昭
和
38
年
（
１
９
６
３
年
）、
中
宮
寺

跡
の
土
壇
の
調
査
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
で
、
土
壇
の
南
半
分
が
塔
、
北

半
分
が
金
堂
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
。
四

天
王
寺
（
大
阪
市
）
の
よ
う
な
、
塔
と
金

堂
が
南
北
に
並
ぶ
建
物
配
置
を
し
た
寺
院

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

の
調
査
で
、
回
廊
や
講
堂
な
ど
は
確
認
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
寺
の
敷
地
を
囲
ん

で
い
た
塀
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

中
宮
寺
跡
の
整
備
に
つ
い
て

　

公
園
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
塔
と
金
堂
の

跡
に
つ
い
て
は
、
礎そ

石せ
き

を
並
べ
る
な
ど
、

建
物
の
基
礎
部
分
（
基き

壇だ
ん

）
を
復
元
し
ま

し
た
（
上
の
写
真
）。
建
物
の
大
き
さ
な

ど
を
実
感
で
き
ま
す
。
基
壇
の
西
側
か
ら

北
西
一
帯
に
か
け
て
は
、
移
転
後
の
寺
跡

が
た
ど
っ
た
歴
史
の
一
コ
マ
を
示
す
た

め
、
あ
え
て
農
地
の
ま
ま
の
姿
を
残
し
ま

し
た
。
ま
た
、
斑
鳩
ら
し
い
良
好
な
景
観

と
す
る
た
め
、
こ
の
場
所
に
花
を
植
え
る

予
定
で
す
。他
の
場
所
に
つ
い
て
は
、人
々

の
交
流
の
場
、
憩
い
の
空
間
と
し
て
の
緑

地
広
場
、
多
目
的
に
利
用
で
き
る
広
場
と

し
て
、
多
く
の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

斑
鳩
三
塔
を
望
む

　

現
在
、
法
隆
寺
や
法
起
寺
、
法
輪
寺
の
、

い
わ
ゆ
る
斑
鳩
三
塔
が
見
え
る
場
所
は
ご

く
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
史
跡
公
園
の
北
側

の
休
憩
所
か
ら
は
、
斑
鳩
三
塔
を
望
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
他
の
２
か
所
の
休
憩
所

か
ら
も
、
二
塔
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

斑
鳩
三
塔
を
望
み
な
が
ら
、
か
つ
て
存

在
し
た
中
宮
寺
跡
の
塔
に
思
い
を
馳
せ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

中
宮
寺
跡
は
と
て
も
広
い
公
園
で
す
。

一
緒
に
花
を
植
え
る
な
ど
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
文
化
財
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲ 塔（手前）と金堂（奥）の基壇（南東から）

史跡中宮寺跡案内図

休憩所
（三塔が見える）

休憩所
（二塔が見える）

金堂

塔

休
憩
所

（
二
塔
が
見
え
る
）

農
地
の
ま
ま
の
場
所

史し

跡せ
き

中ち
ゅ
う

宮ぐ
う

寺じ

跡あ
と

の

史
跡
公
園 

オ
ー
プ
ン
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私
が
、
昨
年
11
月
に
斑
鳩
町
長
と
し
て

町
政
の
舵
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
か

ら
、
多
く
の
住
民
の
皆
様
と
お
会
い
し
、

ま
た
、
奈
良
県
を
は
じ
め
周
辺
自
治
体
と

の
対
話
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
、
住
民
の
皆
様
が
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
に
対
し
、
自
ら
の
問
題
と
し
て

捉
え
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

姿
勢
を
直
接
肌
で
感
じ
、
ま
た
、
周
辺
自

治
体
と
の
連
携
で
は
、
そ
の
寛
大
さ
と
心

強
さ
を
感
じ
、
人
が
一
人
で
生
き
て
い
く

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
同
じ
で
、
と
も

に
手
を
取
り
合
っ
て
、
課
題
を
解
決
し
て

い
く
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
お
り
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
予
算
は
、
私
が
自
ら
手
掛

け
た
初
め
て
の
予
算
で
あ
り
、「
新
し
い

斑
鳩
」の
創
造
へ
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
「
新
し
い
斑
鳩
」
の
実
現
に
向
け

て
は
、
５
つ
の
柱
―
①
町
民
が
「
誇
り
」

を
感
じ
、
誰
も
が
「
行
き
た
い
」
と
感
じ

る
ま
ち
づ
く
り
、
②
世
界
文
化
遺
産
の
あ

る
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
の
ま
ち
づ
く

り
、
③
子
育
て
が
し
や
す
く
働
く
女
性
が

輝
く
ま
ち
づ
く
り
、
④
誰
も
が
「
住
み
続

け
た
い
」
と
願
う
ま
ち
づ
く
り
、
⑤
安
心

し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
―
に
重
点

を
置
き
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
聖
徳
太
子
の
「
和
の
精
神
」

に
基
づ
き
、
奈
良
県
・
周
辺
市
町
村
と
の

連
携
を
進
め
る
と
と
も
に
、
民
間
活
力
を

最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
で
、
新
た
な
斑

鳩
町
の
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
事
業
の
費
用
対
効
果
や
緊

急
度
、
優
先
度
に
つ
い
て
も
十
分
に
検
討

し
、
真
に
必
要
な
事
業
の
推
進
と
財
政
の

健
全
性
の
維
持
を
両
立
さ
せ
、
将
来
世
代

に
負
担
を
先
送
り
し
な
い
持
続
可
能
な
財

政
運
営
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ら
の
強
い
思
い
の
も
と
、
住

民
の
皆
様
そ
し
て
斑
鳩
町
を
応
援
し
て
く

だ
さ
る
皆
様
と
心
を
一
つ
に
し
て
、
様
々

な
取
組
み
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
る

こ
と
に
よ
り
、「
新
し
い
斑
鳩
」
を
全
力

で
創
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 平成30年度会計別予算
会　　計　　名 平成30年度

予　 算 　額
平成29年度
予 　算　 額

比　　　　　較
増　減　額 増減率

一 般 会 計 89億8,000万円 90億円 △2,000万円 △0.2%
特 別 会 計 60億7,170万円 79億2,140万円 △18億4,970万円 △23.4%
国民健康保険事業 31億9,830万円 36億8,770万円 △4億8,940万円 △13.3%
公共下水道事業 ― 13億7,570万円 △13億7,570万円 皆減
介 護 保 険 事 業
（保険事業勘定） 24億3,000万円 24億3,570万円 △570万円 △0.2%
介 護 保 険 事 業
（介護サービス事業勘定） 800万円 1,180万円 △380万円 △32.2%
後期高齢者医療 4億3,540万円 4億1,050万円 2,490万円 6.1%

一般・特別会計合計 150億5,170万円 169億2,140万円 △18億6,970万円 △11.0%
企 業 会 計 29億7,787万円 10億9,219万円 18億8,568万円 172.7%
水 道 事 業 10億8,783万円 10億9,219万円 △436万円 △0.4%
下 水 道 事 業 18億9,004万円 ― 18億9,004万円 皆増
総　　合　　計 180億2,957万円 180億1,359万円 1,598万円 0.1%

中西和夫町長

（注）�下水道事業については、平成30年度から地方公営企業法の財務規定を適用し、特別会計から
企業会計に移行しています。

平成30年度　予算

「新しい斑鳩」の創造をめざして
平成30年度予算がきまりました
一般会計予算
89億8,000万円（前年度比　0.2％減）

問合せ　財政課（☎内線253）
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●１か月の総支出額…３１万８千円

●１か月の総収入額…３１万８千円

斑 鳩 家 の 収 入 収 入 額 構成比
〈参考〉
平成28年度
決算

給料 104,000円 32.7％ 103,000円 町税

雑収入（内職・パー
ト収入や不動産収
入、貯金の取崩し）

17,000円 5.3％ 15,000円
使用料および手数料
繰入金
その他の収入

前月からの繰越金 5,000円 1.6％ 17,000円 繰越金

親せきからの援助 166,000円 52.2％ 166,000円

地方交付税
国庫支出金
県支出金
地方消費税交付金
その他の交付金

新たな借入金 26,000円 8.2％ 17,000円 町債
合　　　計 318,000円 100.0％ 318,000円

斑 鳩 家 の 支 出 支 出 額 構成比
〈参考〉
平成28年度
決算

生 活 費
食費 52,000円 16.4％ 54,000円 人件費
医療費、教育費など 58,000円 18.2％ 55,000円 扶助費
ローンの返済 31,000円 9.8％ 30,000円 公債費

その他の
生 活 費

光熱水費、消耗品費など 69,000円 21.7％ 66,000円 物件費
家の修繕費 7,000円 2.2％ 4,000円 維持補修費
自治会費、
スポーツクラブ会費など 35,000円 11.0％ 35,000円 補助費等

貯金 1,000円 0.3％ 1,000円 積立金
子どもへの仕送り 44,000円 13.8％ 39,000円 繰出金

家　　の
増改築費 家の増築費用 19,000円 6.0％ 24,000円 普通建設

事業費など
そ の 他 来月への繰越金 2,000円 0.6％ 10,000円 歳計剰余金

合　　　　　計 318,000円 100.0％ 318,000円

平成30年度予算を１か月の家計に例えてみると…
　町の財政が家の家計だったらどうなるのでしょうか。
下記の表では、斑鳩町の一般会計予算額を、人口28,220人（平
成30年１月１日現在）で割った数字を、斑鳩家の１か月の家計
簿に例えています。

■ 財政用語辞典
歳入 ■
町�税　町民税、固定資産税、
都市計画税など。なお、都
市計画税は、目的税として
都市計画事業に要する経費
にあてられます。

地�方交付税　所得税など国が
徴収する税金の中から、町
の財政状況に応じて交付さ
れるお金

地�方消費税交付金　地方消費
税（消費税８％のうち
1.7％）。なお、社会保障財
源分は、消費税率引上げ分
として、社会保障施策に要
する経費にあてられます。

町�債　大きな事業を行うため
に、国、金融機関などから
借り入れるお金

歳出 ■
（目的）
民�生費　高齢者・障害者・児
童福祉サービスなどに使う
お金

衛�生費　健康診断やごみ処理
などに使うお金

商�工費　商工業の振興、観光
事業などに使うお金

土�木費　道路整備や浸水対策
などに使うお金

教�育費　幼稚園・小中学校の
運営や、公民館など、教育
の振興のために使うお金

公�債費　町債（借入金）を返
済するために支払うお金

（性質）
扶�助費　児童手当、子ども・
老人・重度障害者の医療費
助成金など

補�助費等　各種事業や団体へ
の補助金や負担金など

繰�出金　国民健康保険などの
特別会計へ繰り出して使う
お金など

普�通建設事業費　道路の整備
などに使うお金

町民税
　　14.8億円
固定資産税
　　11.4億円
都市計画税
　　1.3億円

従来分
　　2.2億円
社会保障財源分
　　1.9億円

町税
29億2,317万円
町税
29億2,317万円

町民税
　　14.8億円
固定資産税
　　11.4億円
都市計画税
　　1.3億円

国・県支出金
15億6,657万円 地方交付税

25億円

町債
7億3,640万円

使用料および手数料
1億7,615万円

地方消費税
交付金
4億510万円

分担金および負担金
1億4,143万円

その他
5億3,118万円

歳入
従来分
　　2.2億円
社会保障財源分
　　1.9億円

89億8,000万円

民生費
33億8,107万円

総務費
11億6,420万円

歳出
教育費
8億9,301万円

公債費
8億6,419万円

衛生費
9億448万円

土木費　10億940万円

消防費
3億6,000万円

農林水産業費
1億2,959万円

商工費
1億2,487万円

議会費　9,918万円

予備費
5,000万円

災害復旧費　1万円

民生費
33億8,107万円

総務費
11億6,420万円

89億8,000万円

平成30年度　予算
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平成30年度　予算

●�

小
・
中
学
校
の
教
育
環
境
を
整
え
る
た

め
、
各
教
室
と
体
育
館
に
空
調
設
備
を

整
備
す
る
方
法
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

	

（
３
０
０
万
円
）

●�

２
０
２
０
年
度
か
ら
本
格
実
施
が
予
定

さ
れ
て
い
る
、
小
学
校
の
英
語
の
教
科

化
な
ど
に
向
け
て
、
小
学
校
に
外
国
人

英
語
指
導
助
手
を
配
置
し
ま
す
。

	

（
８
５
８
万
円
）

●�

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
を
よ
り
一
層

は
か
る
た
め
、
斑
鳩
小
学
校
と
斑
鳩
中

学
校
の
渡
り
廊
下
な
ど
付
帯
施
設
の
耐

震
補
強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

	

（
３
，
８
３
０
万
円
）

●�

小
・
中
学
校
に
お
け
る
町
独
自
の
少
人

数
学
級
編
制
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
き
め
細
や
か
な
特
別
支
援
教
育
を

行
う
た
め
に
小
学
校
の
特
別
支
援
講
師

を
増
員
し
ま
す
。

	

（
５
，
９
８
２
万
円
）

●�
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し

た
学
習
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
中
学

校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
の
パ
ソ
コ
ン
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
に
更
新
す
る
ほ
か
、
電

子
黒
板
を
増
設
し
ま
す
。

	
（
８
５
１
万
円
）

●�

家
庭
の
洋
式
ト
イ
レ
の
普
及
に
と
も
な

い
、
小
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
を
継
続

し
て
す
す
め
ま
す
。

	

（
６
２
５
万
円
）

●�

法
隆
寺
ゆ
か
り
の
都
市
文
化
交
流
協
定

締
結
１
周
年
を
記
念
し
て
、
法
隆
寺
や

斑
鳩
町
、
法
隆
寺
の
食
封
が
設
置
さ
れ

た
各
地
域
の
古
代
の
様
相
を
紹
介
す
る

特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

	

（
２
３
３
万
円
）

●�

春
日
古
墳
（
法
隆
寺
西
１
丁
目
地
内
）

に
つ
い
て
、
墳
丘
内
部
の
空
間
の
有
無

を
探
る
調
査
や
、
気
象
・
植
生
な
ど
の

環
境
調
査
の
報
告
な
ど
を
行
い
ま
す
。

	

（
３
２
２
万
円
）

●�

図
書
館
利
用
が
よ
り
身
近
に
な
る
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
電
子

書
籍
を
利
用
で
き
る
電
子
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
は
か
り
ま
す
。

	

（
３
４
６
万
円
）

平
成
30
年
度
の

　
主
要
事
業

１ 　
「
新
し
い
斑
鳩
」
の
創
造
を
め
ざ
す
斑
鳩
町
の

平
成
30
年
度
の
主
要
な
事
業
を
、
第
４
次
斑
鳩
町

総
合
計
画
の
基
本
施
策
の
柱
に
沿
っ
て
、
紹
介
し

ま
す
。

少人数学級編制のほか、特別支援教育や教
科指導の充実のために講師を配置します

文
化
の
香
り
高
く

心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

― 

人
づ
く
り
と
文
化
の
振
興 

―
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平成24年度　予算

●�

妊
娠
・
出
産
時
の
母
体
の
保
護
と
精
神

的
、
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
は
か
る

た
め
、
妊
婦
な
ど
が
妊
婦
健
康
診
査
、

出
産
お
よ
び
乳
児
健
康
診
査
の
た
め
に

タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
際
の
タ
ク
シ
ー

料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

	

（
６
８
万
円
）

●�

出
産
後
に
支
援
が
必
要
な
母
子
を
対
象

に
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
デ
イ
ケ
ア
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

育
児
不
安
の
軽
減
を
は
か
り
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
支
援
体
制
を
確
保

し
ま
す
。	

（
７
０
万
円
）

●�

子
育
て
相
談
体
制
の
充
実
を
は
か
る
た

め
、
子
育
て
の
不
安
や
孤
立
感
の
軽
減

を
は
か
る
場
所
と
し
て
、
保
育
所
に
子

育
て
サ
ロ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

	

（
８
０
万
円
）

●�

中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
保

険
診
療
の
う
ち
自
己
負
担
分
を
助
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
の
子
育
て
に

と
も
な
う
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
し
ま

す
。	

（
１
億
９
０
０
万
円
）

●�
子
ど
も
子
育
て
に
関
す
る
事
業
の
需
要

量
見
込
み
や
提
供
体
制
の
確
保
、
実
施

時
期
な
ど
を
検
討
し
、
２
０
２
０
年
度

か
ら
５
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策
定
す

る
た
め
、ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

	
（
２
０
０
万
円
）

●�

社
会
問
題
化
し
て
い
る
児
童
虐
待
に
つ

い
て
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

の
調
整
機
関
で
あ
る
福
祉
子
ど
も
課
に

保
健
師
を
配
置
し
、
児
童
虐
待
対
策
の

充
実
を
は
か
り
ま
す
。

	

（
１
９
７
万
円
）

●�

障
害
や
発
達
に
特
性
の
あ
る
児
童
の
保

護
者
を
対
象
に
、
専
門
的
な
知
識
を
有

す
る
講
師
か
ら
子
ど
も
の
行
動
理
論
や

そ
の
対
応
の
仕
方
を
学
ぶ
ペ
ア
レ
ン
ト

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
、
児
童
の
健

や
か
な
発
達
を
促
し
ま
す
。

	

（
１
３
万
円
）

●�

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
や
生
活
の
質

の
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
、
第

２
期
斑
鳩
町
健
康
増
進
計
画
の
中
間
評

価
を
行
い
、
計
画
を
見
直
し
ま
す
。

	

（
７
５
万
円
）

●�

誰
も
が
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の

な
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
斑
鳩

町
自
殺
対
策
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

	

（
１
万
円
）

２

健康寿命を延ばし、健康で活力ある町を
めざします

介護予防サポーター養成講座のようす
高齢化社会の介護予防を支えていきます

子育て支援講座のようす。安心して子育
てができる支援体制の充実をめざします

保育所で元気に遊ぶ園児たち

平成30年度　予算

す
こ
や
か
に
生
き
生
き

く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

― 
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
充
実 

―
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●�

鳩
水
園
汚
泥
処
理
設
備
を
改
修
し
、
民

間
へ
の
資
源
化
処
理
委
託
を
す
す
め
、

環
境
負
荷
の
低
減
に
向
け
た
処
理
方
法

へ
の
転
換
を
は
か
り
ま
す
。

	

（
３
，
９
５
２
万
円
）

●�
登
下
校
時
の
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
通
学
路
を
中
心
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
増
設
を
行
い
ま
す
。

	
（
２
４
８
万
円
）

●�

犯
罪
被
害
者
な
ど
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
に
寄
与
す
る
た
め
、
犯
罪
被
害
者
な

ど
に
対
し
、
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

	

（
３
０
万
円
）

●�

災
害
発
生
時
に
、
避
難
情
報
な
ど
の
円

滑
な
伝
達
を
は
か
る
た
め
、
引
き
続
き

防
災
情
報
メ
ー
ル
や
緊
急
速
報
メ
ー
ル

を
配
信
し
ま
す
。
ま
た
、
視
覚
・
聴
覚

障
害
者
や
高
齢
者
な
ど
を
対
象
と
し

て
、
音
声
電
話
や
ｆ
ａ
ｘ
に
よ
る
情
報

配
信
を
行
い
ま
す
。

	

（
１
５
４
万
円
）

●�

情
報
伝
達
に
要
す
る
時
間
の
短
縮
や
特

別
警
報
な
ど
の
情
報
の
充
実
に
向
け
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
ま

す
。	

（
３
４
３
万
円
）

●�

消
防
団
活
動
の
充
実
強
化
を
は
か
る
た

め
、
経
年
劣
化
に
よ
る
老
朽
化
が
見
ら

れ
る
消
防
用
車
両
（
輸
送
車
）
を
更
新

し
ま
す
。	

（
９
５
７
万
円
）

４

●�

計
画
期
間
が
２
０
２
０
年
度
ま
で
に

な
っ
て
い
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
、
新
た
な
計
画
の
策
定
を

す
す
め
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

の
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

	

（
３
０
０
万
円
）

●�

現
在
実
証
運
行
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
に
つ
い
て
、
今
後
の
運
行
方
針
決
定

の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

	

（
３
０
０
万
円
）

●�

橋
り
ょ
う
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の

定
期
点
検
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
補

修
が
必
要
な
橋
り
ょ
う
の
設
計
を
行
い

ま
す
。

	

（
１
，
９
０
０
万
円
）

●�

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
事
業
進
捗

に
あ
わ
せ
、
都
市
計
画
道
路
法
隆
寺
線

の
本
線
と
国
道
25
号
接
続
部
の
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

	

（
２
，
０
０
０
万
円
）

●�

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
す
す
め
る
た

め
、
耐
震
性
が
不
足
し
て
い
る
と
判
断

さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に

対
し
て
引
き
続
き
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
新
た
に
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置

工
事
に
対
し
て
も
支
援
を
行
い
ま
す
。

	

（
３
０
０
万
円
）

●�

適
正
な
道
路
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、

舗
装
や
側
溝
な
ど
の
維
持
補
修
を
行
い

ま
す
。
特
に
、
平
成
30
年
度
で
は
、
一

部
通
学
路
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置

工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

	

（
１
億
１
，
２
０
２
万
円
）

●�

い
か
る
が
溜
池
に
お
い
て
、
水
辺
を
生

か
し
た
親
水
性
を
高
め
た
散
策
ル
ー
ト

や
公
園
整
備
を
、
引
き
続
き
県
と
協
力

し
て
す
す
め
ま
す
。

	

（
２
，
５
４
５
万
円
）

３

いかるが溜池において、公園施設の整備な
どをすすめます

平成30年度　予算

安
全
で
快
適
な

ま
ち
づ
く
り

― 

生
活
環
境
の
整
備 

―

潤
い
の
あ
る

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

― 
都
市
環
境
の
整
備 

―
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●�

世
界
文
化
遺
産
「
法
隆
寺
地
域
の
仏
教

建
造
物
」
と
聖
徳
太
子
１
４
０
０
年
御

遠
忌
の
Ｐ
Ｒ
事
業
と
し
て
、
首
都
圏
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
観
光

関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
多
言
語
化
な
ど
を
す
す
め
、
観
光
客

の
誘
致
を
は
か
り
ま
す
。

	

（
１
，
８
７
３
万
円
）

●�

滞
在
型
観
光
、
ま
ち
あ
る
き
観
光
へ
の

転
換
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
は

か
る
た
め
、
拠
点
と
な
る
マ
ル
シ
ェ
・

宿
泊
施
設
・
駐
車
場
な
ど
の
複
合
施
設

を
法
隆
寺
観
光
自
動
車
駐
車
場
用
地
な

ど
に
誘
致
し
ま
す
。

	

（
５
４
７
万
円
）

●�

創
業
を
促
進
し
、
賑
わ
い
を
創
出
す
る

た
め
、
創
業
お
よ
び
新
規
事
業
所
開
設

の
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
創
業
支
援

相
談
、
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
、
女
性
就

業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

	

（
６
６
８
万
円
）

●�

本
町
を
訪
れ
る
観
光
客
が
期
待
す
る
ご

当
地
グ
ル
メ
や
ご
当
地
グ
ッ
ズ
を
開

発
・
販
売
し
、
観
光
産
業
が
町
を
支
え

る
仕
組
み
を
創
る
た
め
、
商
工
会
が
主

導
す
る
斑
鳩
ブ
ラ
ン
ド
創
造
協
議
会
や

竜
田
揚
げ
上
げ
←
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

	

（
４
０
０
万
円
）

●�

女
性
や
障
害
者
を
は
じ
め
、
若
者
や
子

育
て
世
代
な
ど
幅
広
い
層
の
就
業
、
創

業
を
支
援
す
る
た
め
、
障
害
者
自
立
施

設
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
し
、（
仮
称
）
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー

を
整
備
し
ま
す
。

	

（
６
７
２
万
円
）

●�

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
災
状
況
を

教
訓
と
し
、防
災
重
点
た
め
池
と
し
て
、

慶
花
池
、
毛
無
池
の
耐
震
性
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

	

（
２
，
４
１
３
万
円
）

●�

農
作
物
に
深
刻
な
被
害
を
お
よ
ぼ
す
イ

ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
鳥
獣
に
対
し
、
電

気
柵
な
ど
の
防
護
施
設
設
置
へ
の
補
助

や
捕
獲
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、農
作
物
の
被
害
対
策
を
行
い
ま
す
。

	

（
１
５
２
万
円
）

●
農
業
基
盤
の
総
合
的
な
整
備
を
す
す
め

る
た
め
、
農
道
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

	

（
１
，
２
２
２
万
円
）

５

●�

２
０
２
０
年
度
の
第
５
次
斑
鳩
町
総
合

計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

	

（
３
８
１
万
円
）

●�

地
域
住
民
の
福
祉
の
増
進
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
成
す
る
た
め
、
自
治

会
な
ど
が
行
う
地
域
集
会
所
の
整
備
な

ど
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。	

（
１
，
０
０
６
万
円
）

●�

住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、「
活
動
提
案
事
業
補

助
金
」
に
よ
る
住
民
活
動
団
体
へ
の
支

援
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

	

（
８
６
万
円
）

６

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
役
場
２
階
情
報
公
開
総
合
窓
口
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）

定
期
監
査
の
結
果

　

平
成
29
年
12
月
末
日
に
お
け
る
財
務
に

関
す
る
事
務
の
執
行
と
経
営
に
関
す
る
事

業
の
管
理
に
つ
い
て
定
期
監
査
が
行
わ

れ
、
佐
伯
知
輝
・
中
川
靖
広
両
監
査
委
員

か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
の
執
行
状
況
等

　

監
査
の
対
象
と
な
っ
た
各
課
等
の
予
算

に
関
す
る
財
務
事
務
、
お
よ
び
水
道
事
業

に
関
す
る
経
営
は
適
正
に
執
行
さ
れ
、
帳

票
、
証
憑
の
管
理
も
内
部
牽
制
が
良
好
に

働
い
て
お
り
、
各
会
計
数
値
と
も
正
確
に

記
帳
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
財
産
の
管
理
も
適
正
に
処
理
さ

れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

財
政
援
助
団
体
等
監
査
の
結
果

　

補
助
金
等
の
財
政
援
助
を
し
て
い
る
公

益
社
団
法
人
斑
鳩
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
監
査
を
平
成
29
年
11
月
16
日
に
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

平成24年度　予算平成30年度　予算

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り

― 
産
業
・
観
光
の
振
興 

―

と
も
に
築
く
協
働

の
ま
ち
づ
く
り

― 

地
域
自
治
の
強
化 

―



そ れい け！ 斑鳩

パ
ゴ にっき

102018.5.  広報 

どもたちが思いきり遊べる場所

たちの１年間の頑張りを見てください

～ 遊び場　プレオープン ～

～ 公民館まつり ～

3 / 1 8 ・東洋シールキャンプ場

3 / 1 1 、 1 6 ～ 1 8 ・中央公民館

　「いかるが子どもの遊び場づくりの会」のみなさんが、
ボランティア・ボーイスカウトのご協力により、子ども
たちが自発的に考えて遊ぶ場「プレーパーク」を開設し
ました。
　プレオープンの当日は、約１５０人の子どもたちが参
加。ボール遊びや自然観察、泥んこ遊び、木登り…他に
も色んな遊びができる場所で、子どもたちは楽しく遊ん
でいました。
　最初の１年は、春夏秋冬に１日ずつオープン予定。
　次回は５月20日（日）に開催します。（Ｐ13参照）

　町内３公民館で活動する自主グループや公民館教室生
の１年間の学びの発表として、今年も「公民館まつり」
が中央公民館で行われました。
　会場では、さまざまなグループが作成された絵画や書、
写真、生け花などの作品の展示やバザーがあり、多くの
人が楽しまれていました。
　また、11日の囲碁・将棋大会では、日ごろ鍛えた腕
を存分に発揮し、白熱した対戦が繰り広げられていまし
た。
　大ホールでは、３月17～18日の２日間にわたって舞
踊からお琴、また合唱などの演芸発表が行われ、子ども
から大人まで幅広いみなさんが１年間練習してきた成果
を披露され、観客からは大きな拍手が送られました。

子

私

　斑鳩町で行われたイベントや学校行事など、まちの話題をお届
けします。パゴちゃんと一緒にみなさんの素敵な表情を撮らせて
いただきますよ～！よい子のみんな！後ろからパゴちゃんをたた
いたり、すきまからのぞいたりしないでね。

協働のまちづくり活動提案事業
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　世界最古の木造建築物、法隆寺の
五重塔の模型を使って、心柱の効果
を体験したあと、木でリュールシロ
フォンを工作し、古代の音色を楽し
みました。

斑鳩で木の匠になろう

小学校入学式

幼稚園入園式

あんど桜まつり 夢あかり

　コーヒータイム・竜田揚げランチをはさ
みながら、聖徳太子ゆかりの寺社めぐり。
最後に、いかるがアンテナショップ「FIVE 
PAGODA」でテイクアウトの竜田揚げを食
べてゴールしました。

竜田揚げ×聖徳太子の里めぐり

３/24
（土）

４/１0
（火）

４/１２
（木）

３/１7
（土）

４/７
（土）



住
民

活動センター
だよ

り

協働のまちづくり
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　住民活動センター（住民活動の拠点）から、平成30年度活動提案事
業団体の紹介です。今月は「地域にホタル復活大作戦」を紹介します。

問合せ　住民活動センター（生き生きプラザ斑鳩内）
☎0745�1000㈹　☎090‒5890‒9527
ikarugakyodo@yahoo.co.jp　 http://ikaruga-kyodo.jimdo.com/

日　　時　６月３日（日）　午後７時30分～（雨天中止）　※申込不要・参加無料
集合場所　北庄の春日神社付近（龍田北４丁目２番36号）
　　　　　※駐車場はありません。徒歩でお越しください。

　住民活動センターでは、斑鳩町で活躍する
団体の活動を紹介し、活動の輪を広げる取り
組みをしています。

ホームページ
　活動提案事業を中心に、町内で活動す
る団体の情報を発信中。メールマガジン
も配信しています。詳しくは住民活動セ
ンターへ。

情報ボード
　生き生きプラザ斑鳩１階の「情報ボー
ド」と住民活動センターの窓口で、団体
のチラシやお知らせなどを掲載・配布し
ています。登録団体の配布用のチラシも
随時受け付けています。

　協働のまちづくりのホームページでは、
その他団体のスケジュールも掲載中です。
　ぜひご覧ください。

住民活動センターをご活用ください 参加してみませんか♪

「ホタル鑑賞会」開催のおしらせ　☎090-9612-6330　代表：宮本

　ホタルの復活大作戦をはじめて３年目。北庄
の谷川近くにあるホタルの里に、私たちの手で
３つの小さい池をつくりました。ホタルたちが
自然の中でふ化できるように環境を整え、ホタ
ルの飼育にも工夫をこらしています。
　ホタルのエサになる「カワニナ」の養殖も行っ
ており、一緒に育ててみたい人を募集していま
す。希望者には、飼育用の水槽を貸し出します
ので、代表（宮本）までご連絡ください。10月には育てたカワニナの放流会も計画しています。
　近い将来、自然にホタルがすむ「ホタルの里」になるように、一緒に育ててみませんか。

地域にホタル復活大作戦 団体名：地域にホタル復活大作戦（代表　宮本 巌）

５月20日（日）
午後１時
　　　～４時

「子どもの遊び場」開催
　東洋シールキャンプ場を借
り、子どもたちの遊び場を設
けます。
　詳しくはＰ13をご覧くだ
さい。

６月20日（水）
午後１時

　～２時

「わらべうた講座」
　親子でわらべうたを見に来
ませんか。参加無料です。詳
しくは、住民活動センターへ。



町立図書館（☎0745－75－7
733

）E-mail：mailmaster@librar
yika

rug
a.j
p

HP：http://www.libraryika
ruga

.jp/

図書館へ行こう！
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■町立図書館
水曜日のおはなし会
日時　５月９日（水）
　　　午後２時～
協力　ひこはな絵本の会
対象　０歳～６歳
土曜日のおはなし会
日時　５月19日（土）
　　　午後３時～
協力　おはなしさんぽ
対象　小学生以下
場所　いずれも多目的室
定員　各25人（先着順）
※�会場がいっぱいになっ
た場合は、お子さんを
優先とします。

■中央公民館図書室
０歳からの絵本のじかん
日時　５月８日（火）
　　　午前11時～
対象　０歳～４歳
定員　10人

６月ブックスタート
　赤ちゃんと保護者に絵本を無料でプレゼントする催しです。
対象　６か月～１歳未満の赤ちゃんとその保護者
　　※保護者だけでも受け取り可能です。
日時　６月８日（金）・９日（土）午前10時～午後５時
場所　町立図書館
持物　母子健康手帳・絵本ひきかえ券
　　※�読書ボランティアによる読み聞かせ・説明をご希望の

人は下記の時間帯にお越しください。

６月８日（金）・９日（土）午前10時～11時

町立図書館　視聴覚資料（ＤＶＤ）紹介
　図書館では新たに洋画・邦画のＤＶＤソフトを購入しまし
た。ぜひご利用ください。（館内利用のみ）

■ 新着ＤＶＤ
　『日本のいちばん長い日』『殿、利息でござる』
　『博士と彼女のセオリー』『ハドソン川の奇跡』
　『モアナと伝説の海』『ワンピースフィルムゴールド』など

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
提
案
事
業

「
子
ど
も
の
遊
び
場
」
開
催

　
　

い
か
る
が
子
ど
も
の

　
　
　
　

遊
び
場
づ
く
り
の
会

　
　

Ｅ
メ
ー
ル

ikaruga.asobiba@
gm
ail.com

　

子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
遊
び
を
つ
く
る

場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
や
な
わ
と

び
な
ど
の
遊
び
道
具
を
用

意
し
て
い
ま
す
が
、
基
本

的
に
は
子
ど
も
た
ち
の
自

由
な
発
想
で
遊
び
ま
す
。

　

自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
生
き
物

や
植
物
な
ど
の
自
然
観
察
も
で
き
ま
す
。

日
時　
５
月
20
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
東
洋
シ
ー
ル
キ
ャ
ン
プ
場

　
　
　
（
東
洋
シ
ー
ル
工
業
本
社
工
場

　
　
　
　

北
側
の
隣
接
地
）

申
込　
不
要

※�

主
に
小
学
生
を
対
象
と
し
て
い
ま
す

が
、
未
就
学
児
同
伴
の
場
合
は
保
護
者

の
見
守
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

雨
天
に
よ
る
中
止
の
決
定
は
、
当
日
午

前
10
時
ま
で
に
ブ
ロ
グ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

ブ
ロ
グ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://ameblo.jp/ikaruga-asobiba/

図書館利用カード１枚あたり１０冊まで
　　　貸出できます

　４月１日（日）から、図書館利用カード１枚で図書・雑誌など（電
子書籍を除く）が10冊まで借りられるようになりました。
　また、図書館利用カードは中央・東・西公民館図書室でも使う
ことができます。

おはなし会・
　読み聞かせ

お知らせ



主な連絡先
斑鳩町役場
	 ☎0745-74-1001
上水道課
	 ☎0745-74-1401
下水道課
	 ☎0745-74-2406
町立図書館
	 ☎0745-75-7733
中央公民館
	 ☎0745-74-1511
東公民館
	 ☎0745-74-4122
西公民館
	 ☎0745-75-3911
中央体育館
	 ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
	 ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
	 ☎0745-70-1000
保健センター
	 ☎0745-70-0001
斑鳩町観光協会
	 ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
	 ☎0745-74-0990
衛生処理場
	 ☎0745-74-2371
西老人憩の家
	 ☎0745-74-1517
東老人憩の家
	 ☎0745-74-5050
三室休日診療所
	 ☎0745-74-4100
いかるがホール
	 ☎0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
	 ☎0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター
☎0745-74-5666

● 

広　
告　
枠 

●

ま
ち の 情 報
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斑
鳩
町
消
防
団
　
団
員
募
集

　

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
４
）

　

消
防
団
は
、
各
々
が
職
業
を
持
ち
な
が

ら
も
「
我
が
街
の
安
全
を
守
る
」
と
い
う

郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
き
地
域
防
災
活

動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
幅
広
く
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

町
内
で
活
躍
す
る
消
防
団
に
、
あ
な
た

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
講
座（
文
学
講
座
）

受
講
生
募
集

　
　

中
央
公
民
館

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）

資�

格　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
で
休
ま

ず
学
習
を
続
け
ら
れ
る
人

　
（
再
受
講
可
能
）

受
講
料　
無
料
（
教
材
費
は
実
費
負
担
）

講
座
名　
文
学
講
座

　

日
本
の
名
作
を
読
む

　
　

～
作
家
が
つ
む
ぎ
だ
し
た
物
語

　
　
　

と
い
う
人
生
を
旅
し
て
み
よ
う
。

　
　
　

�

皆
さ
ま
の
人
生
に
彩
り
を
添
え
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
～

講
師　
作
家　

溝
江　

玲
子　

氏

日�

時　
６
月
～
12
月
ま
で
の
毎
月
第
２
火

曜
日（
計
７
回
）
初
回
６
月
12
日（
火
） 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

場
所　
中
央
公
民
館

申�

込　
５
月
22
日（
火
）ま
で
に
中
央
公
民

館
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

斑
鳩
町
消
防
本
団
新
役
員
が

決
ま
り
ま
し
た

　

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
４
）

　

斑
鳩
町
消
防
団
長
の
紀　

勝
司
さ
ん

（
昭
和
60
年
11
月
入
団
）
が
３
月
31
日
を

も
っ
て
退
団
さ
れ
ま
し
た
。

　

紀
さ
ん
は
、
私
た
ち
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に
、
長
き
に
わ
た
り
消
防
団
活

動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
の
消
防
本
団
役
員
の
み
な
さ

ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

新
団　

長　
　

西　

谷　

喜
代
嗣

　
　

副
団
長　
　

安　

本　

喜　

次

　
　

副
団
長　
　

卯　

川　

喜
代
司

　

新
副
団
長　
　

岡　

田　

修　

三

　
　

分
団
長　
　

柿　

本　

基　

弘

　
　

分
団
長　
　

上　

田　

和　

則

　

新
分
団
長　
　

嶋　

田　

善　

行

● 

募　
　
集 

●
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（
仮
称
）「
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
愛
称
を
募
集
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
政
策
課（
☎
内
線
２
１
３
）

　

斑
鳩
町
で
の
創
業
や
就
業
支
援
、
社
会

参
加
な
ど
に
つ
な
げ
る
た
め
、
新
た
に

「（
仮
称
）
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
神
南

５
丁
目　

社
会
福
祉
法
人
萌
の
施
設
内
）

の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
整
備
に
先

立
ち
、
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

５
月
１
日（
火
）～
５
月
31
日（
木
）

応
募
資
格　
町
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
人

応�

募
方
法　
施
設
愛
称
案
、
施
設
愛
称
案

の
理
由
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
職
業
ま

た
は
学
校
名
・
自
宅
住
所
ま
た
は
勤
務

先
住
所
（
町
外
在
住
で
町
内
在
勤
の
人

の
み
）
を
必
ず
記
入
の
う
え
、
次
の
方

法
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

郵
送
（
〒
６
３
６‒

０
１
９
８　

斑
鳩

町
役
場　

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
宛
）

②
ｆ
ａ
ｘ
（
０
７
４
５
�
１
０
１
１
）

③
Ｅ
メ
ー
ル

　
（m

achi@
town.ikaruga.nara.jp

）

④�

持
参
（
土
曜･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
）

審
査　
本
施
設
の
関
係
者
で
審
査
し
ま
す
。

発�

表　
審
査
決
定
後
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
よ
び
町
広
報
紙
で
公
表
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

５
月
26
日（
土
）

い
か
る
が
の
里

　
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

～
ポ
イ
捨
て
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
、

み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ
い
に
～

環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
２
）

　

日
頃
、
車
で
通
り
過
ぎ
る
道
を
、
ゆ
っ

く
り
歩
き
な
が
ら
、
ご
み
拾
い
を
し
ま
せ

ん
か
？
ご
み
拾
い
の
あ
と
は
、
た
い
肥
・

ゴ
ー
ヤ
の
苗
の
配
布
も
あ
り
ま
す
。

町
内
清
掃

時
間　
午
前
８
時
～
９
時
30
分

　
（
午
前
６
時
30
分
に
雨
の
場
合
は
中
止
）

　

町
内
25
か
所
の
集
合
場
所
で
、ご
み
袋
、

軍
手
を
受
け
取
り
、
６
か
所
の
解
散
場
所

ま
で
を
自
由
な
ル
ー
ト
で
清
掃
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

実
施
時
間
内
の
お
好
き
な
時
間
に
清
掃

活
動
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
、
保
護
者

同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※�

集
合
・
解
散
場
所
な
ど
、
詳
し
く
は
、

５
月
号
広
報
お
知
ら
せ
版
の
折
込
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�
清
掃
参
加
者
に
は
、
斑
鳩
の
枝
葉
・

草
・
生
ご
み
か
ら
つ
く
っ
た
「
た

い
肥
」
で
育
て
た
水
菜
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
お
子
さ
ん
用
の
記
念
品
も

あ
り
ま
す
。

※�

み
な
さ
ん
が
分
別
し
た
枝
葉
・
草
・

生
ご
み
か
ら
つ
く
っ
た
「
た
い
肥
」

を
使
っ
て
み
よ
う
。

※�

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
も
ら
っ
て
、
今
年

の
夏
は
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
つ
く
っ

て
み
よ
う
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を

　
　
　
　
　
　
　
行
い
ま
す

　

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
４
）

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
に
備
え

て
、
次
の
通
り
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま

す
。

　

こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）（
※
）
を
用
い
た
訓

練
で
、
斑
鳩
町
以
外
の
地
域
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
手
段
を
用
い
て
情
報
伝
達
訓
練
が
行

わ
れ
ま
す
。

訓
練
実
施
日
時

　

５
月
16
日（
水
）
午
前
11
時
ご
ろ

斑
鳩
町
で
の
訓
練
内
容

　

斑
鳩
町
防
災
情
報
メ
ー
ル
に
登
録
し
て

い
る
人
へ
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
で
受
信
し
た
内
容

（
テ
ス
ト
文
）
を
送
信
し
ま
す
。

※�

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や
武

力
攻
撃
等
の
緊
急
情
報
を
、
国
か
ら
人

工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
お
伝
え

す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

た
い
肥
・
ゴ
ー
ヤ
の
苗
の
配
布

時
間　
午
前
９
時
～
10
時
30
分

　
（
町
内
清
掃
が
中
止
の
場
合
は
中
止
）

場
所　
役
場
正
面
駐
車
場

　

清
掃
活
動
の
集
合
場
所
で
引
換
券
を
お

渡
し
し
ま
す
。
引
換
券
で
た
い
肥
ま
た
は

ゴ
ー
ヤ
の
苗
の
ど
ち
ら
か
1
つ
と
交
換
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
配
布
は
先
着
順
で
行
い
ま
す
。

※�

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
な
く
な
り
次

第
終
了
し
ま
す
。　少子化の進行や児童虐待の増加な

ど、児童を取り巻く環境は大きく変化
しています。夢や希望を持ちながら子
育てができる環境と健やかな子どもた
ちの成長を、家庭や地域全体で考えま
しょう。

５月５日～５月11日は
児童福祉週間です

「そのいっぽ みらいにつづく ゆめのみち」

● 

お
知
ら
せ 

●

5
月
の
納
税

○
軽
自
動
車
税（
第
１
期
分
）

　
　

…
税
務
課（
☎
内
線
１
５
２
）

納
期
限

5
月
31
日
㈭

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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５月の相談 内　　　容 相　談　日 時　間 場　所 申　　込

無 料 法 律 相 談
不動産、相続、離婚、損
害賠償、金銭貸借、保証
など民事上のトラブルに
関する相談

８日（火）、15日（火）、
22日（火）
（電話予約申込順）

13:00~16:00 役場１階第２会議室
住民課
（内線163）

消 費 生 活 相 談
契約のトラブル、悪質商
法、商品の品質・欠陥な
ど消費生活全般に関する
相談

24日（木） ９:00~16:00

役場１階
第３会議室

申込不要
問合せ　住民課
（内線163）

10日（木）、17日（木）、
31日（木） 13:00~16:00

人 権 相 談 人権の侵害や差別に関す
る相談

９日（水）
（毎月第２水曜日） 13:00~16:00

行 政 相 談 行政の仕事や手続、サー
ビスに関する相談 １日（火）

創 業 支 援 相 談 事業計画書の作成支援や
創業全般に関する相談

25日（金） 10:00~12:00
商工会館 斑鳩町商工会

☎0745-74-2500８日（火）、15日（火）
29日（火） 18:00~20:00

青少年悩みごと
教 育 相 談

青少年の悩みや不安と
いった心の問題に関する
相談

毎週火・金・土曜日 ９:00~16:00 中央公民館
事前に☎74-0077
までご連絡くださ
い

出 前 サ ポ ス テ
若 者 自 立 の
無 料 相 談

働くことについて悩みを
抱える15～39歳くらい
までの若者やその保護者
を対象とした相談・支援

毎月第２土曜日 ９:00~12:00 中央公民館
☎0744-44-2055
fax0744-44-2056
（若者サポートステー
ションやまと）

子 育 て 相 談
臨床心理士などによる子
育てについてのさまざま
な悩みの相談

毎月第２・第４
水曜日 ９:00~16:00

生き生き
プラザ斑鳩
相談室

福祉子ども課
（内線125）

女性のための相談 女性が抱えるあらゆる悩
みの相談

11日（金）
（毎月第２金曜日） ９:30~12:30

役場会議室
予約専用
☎0745-75-9269
休日を除く
8:30～17:30

25日（金）
（毎月第４金曜日） 13:00~16:00

※相談の時間が９:00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

第
44
回
斑
鳩
洋
画
会
展

　
　
　
　
　
　
作
品
募
集

　
　

斑
鳩
洋
画
会　

山
田

　
（
☎
０
７
４
５
㉜
６
１
２
６
）

日
程　
６
月
21
日（
木
）～
26
日（
火
）

場
所　
中
央
公
民
館

　
　
　

展
示
室
・
ホ
ワ
イ
エ

内
容　
油
彩
・
水
彩
・
ア
ク
リ
ル
・
版
画

　
　
　
（
10
号
～
50
号　

※
50
号
は
縦
型
）

搬
入　
６
月
19
日（
火
）

　
　
　

午
前
９
時
～
11
時

出
品
料　
１
，
０
０
０
円

※�

詳
し
く
は
、
各
公
民
館
窓
口
で
公
募
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

水
墨
画
「
墨
水
会
」

　
　
10
周
年
記
念
作
品
展

　
　

水
墨
画
「
墨
水
会
」
古
城

　
（
☎
０
７
４
５
�
２
３
１
２
）

日
時　
５
月
10
日（
木
）～
13
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
中
央
公
民
館　

展
示
室

主
催　
水
墨
画
「
墨
水
会
」

　
　
　
（
中
央
公
民
館
自
主
グ
ル
ー
プ
）

後
援　
斑
鳩
町
教
育
委
員
会

絵
手
紙
「
楽
描
き
絵
手
紙
」

　
　
　
　
　
　
　
　
作
品
展

　
　

絵
手
紙
「
楽
描
き
絵
手
紙
」
西
本

　
（
☎
０
７
４
５
�
０
７
２
８
）

日
時　
５
月
18
日（
金
）～
21
日（
月
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
　
（
最
終
日
の
み　

午
後
４
時
ま
で
）

場
所　
中
央
公
民
館　

展
示
室

主
催　
絵
手
紙
「
楽
描
き
絵
手
紙
」

　
　
　
（
西
公
民
館
自
主
グ
ル
ー
プ
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
生
駒
第
5
団

野
外
活
動
体
験
会

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
生
駒
第
５
団　

川
口

（
☎
０
９
０‒

３
２
７
１‒

９
６
１
２
）

　

野
外
料
理
や
工
作
で
遊
び
ま
せ
ん
か
。

申
込
は
不
要
で
す
。（
小
雨
決
行
）

日
時　
６
月
３
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
東
洋
シ
ー
ル
キ
ャ
ン
プ
場

　
　
　
（�

東
洋
シ
ー
ル
工
業
本
社
工
場
北

側
の
隣
接
地
）

対
象　
園
児
、
小
学
生
（
男
女
）

　
（
保
護
者
の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
）
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　国民健康保険は、平成30年４月から奈良県も保険者となり、県単位で運営していくこととなりました。
　県単位化により国民健康保険制度が大きく変わり、国民健康保険税についてもこのたび見直しが行わ
れ、税率を改定することとなりました。
　国民健康保険税は国民健康保険の運営に欠かすことができない貴重な財源です。被保険者のみなさま
には、ご理解とご協力をお願いします。

◆資産割（介護分は平等割も）が廃止されました
　奈良県では、平成36年度以降「同じ所得・世帯構成であれば、県内のどこに住んでも保険料水準が
同じ」となることをめざして、各市町村で県内統一的な算定方法により段階的に統一化をすすめること
になりました。県内統一的な算定方法に合わせるため、本町においても、平成30年度から資産割（介
護分は平等割も）を廃止し、医療分・後期高齢者支援金分は３方式（所得割・均等割・平等割）に、介
護分は２方式（所得割・均等割）に変更されました。

◆国民健康保険税は県へ納付する納付金に充てられます
　平成30年度から、保険給付にかかる費用は全額県が負担することになるため、その財源として、市
町村は県へ納付金（国民健康保険事業費納付金）を納付することになります。納付金は被保険者が納め
た国民健康保険税で賄うことになるため、市町村は納付金を納付できるよう、定期的に国民健康保険税
の税率を見直す必要があります。

● 国民健康保険税の主な変更点

● 平成30年度国民健康保険税の税率

※平成30年度（平成30年４月～平成31年３月分）の納税通知書は７月に送付予定です。
※国民健康保険税の軽減について
　世帯主とその世帯の国保加入者の総所得金額が
右記の基準以下の世帯については、「均等割額」と
「平等割額」が軽減されます。（軽減を受けるには、
前年分の所得を申告していることが必要です。）

軽減割合 軽減対象となる所得の基準
７割軽減 33万円以下
５割軽減 33万円+27.5万円×被保険者数
２割軽減 33万円+50万円×被保険者数

区　　　分
医　療　分 後期高齢者支援金分 介護納付金分

（40～65歳未満のみ）
改定後 改定前 改定後 改定前 改定後 改定前

所得割額 所得に対して 7.6/100 5.8/100 2.4/100 2.0/100 2.6/100 2.2/100
資産割額 固定資産税に対して 廃止 35.0/100 廃止 5.5/100 廃止 5.5/100
均等割額 加入者1人当たり 26,000円 26,000円 9,700円 9,700円 13,300円 8,400円
平等割額 1世帯当たり 29,800円 29,800円 7,200円 7,200円 廃止 5,800円

課税限度額 58万円 54万円 19万円 19万円 16万円 16万円

一、�歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、�恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、�人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一�、�ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一�、�知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
花
「
つ
ば
き
」

５月○○日は世界禁煙デーで
す。さて、○○に入る数字は
何でしょう。

〈５月14日㈪必着）
応�募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、
電話番号を書いて、「〒636–0198 斑鳩町役場・広
報クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で
２人に「カルディクッチーナ」で使える商品券

（1,000円分）をプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。

４月号広報クイズの答　ゼロ（応募総数14）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲

平成30年4月から国民健康保険税の税率が変更になりました
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事業名 実施日 受付時間 対象者 内容等

子 育 て 教 室
5月18日㈮ 9：45～10：00

1歳6か月児～
3歳児

○テーマ「 楽しく歯みがき 」
内容：手遊び、ペープサート、臨床心理士による
子育てワンポイントアドバイス
申込：5月17日（木）まで
先着25組

わんぱく広場
5月21日㈪ 13：15～13：30 Ｈ29年10・11月生

○赤ちゃん体操、発達等についての話
持物：母子健康手帳、バスタオル
申込：5月18日（金）まで

わんぱく広場
5月22日㈫ 9：45～10：00

1歳児～
1歳6か月児

○ 歯科衛生士による歯のみがき方、生活リズムに
ついての話

持物：母子健康手帳、歯ブラシ、ハンドタオル
申込：5月21日（月）まで

身 体 計 測
5月23日㈬ 13：30～15：00 就学までの児

〇身長・体重・頭囲・胸囲の測定
持物：母子健康手帳
申込：5月22日（火）まで

乳 幼 児 相 談
（育児・栄養相談）

5月28日㈪ 9：30～11：00
就学までの児 〇育児や食事のことなどについての相談

申込：各実施日の前日まで
6月7日㈭ 13：30～15：00

離 乳 食 教 室
6月14日㈭ 13：15～13：30 H30年2・3月生

〇離乳食の話と試食 
持物：母子健康手帳、お茶、ハンドタオル
申込：6月13日（水）まで

助 産 師 相 談

5月16日㈬
　　23日㈬
　　30日㈬
6月6日㈬
　　13日㈬

9：00～
11：15

妊娠中の人や乳幼
児の保護者

○ 産前・産後についての相談や母乳育児・授乳な
どについての相談

申込：各実施日の前日まで

どんなタバコも有害 !
　電子タバコの煙には水だけしか含まれてない…と
いうのはとんでもない間違いです ! ふつうのタバコ
と同様に電子タバコ・加熱式タバコの煙にもニコチ
ンのほか、さまざまな発がん性物質が含まれていま
す。
　また、受動喫煙は少しの煙でも生じるため、電子
タバコ・加熱式タバコでも危険です。

やめきれない、と思ったら・・・
　あなたに合った禁煙方法で今日から禁煙をスター
トしましょう !

※�禁煙したくても自分だけで難しい時は、医療機
関の禁煙外来や保健センターの禁煙相談（予約
制）を活用しましょう。

～ タバコの豆知識 ～
「電子タバコ」も「加熱式タバコ」も

危険です‼

① 禁煙をはじめる日を決める
② 家族や周囲の人に、禁煙を宣言する
③ 自分の喫煙パターンを記録する
④ タバコが吸いたくなる場所や状況を避ける
⑤ たばこを吸いたくなったら別の行動をとる
⑥ うまくできたら自分をほめる

からだへの害が
減っているわけでは

ありません

=�健康マイレージポイント
対象事業です

カレンダー健 康子ども
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事　業　名 実 施 日 時間 定員 内　　　　　容
こころの健康相談

（精神保健福祉士による） ₆月₄日㈪ 13：00～
15：00 ₂人

気分が落ち込みやすくなった、
理由もなく涙が出る、
最近家族の様子がおかしいなどの相談。

　肺の健康度を評価する方法の一つとして、呼吸機能検査による
「肺年齢」の測定があります。自分の肺年齢を測定してみませんか。
日時　５月31日（木）
　　　９：00～16：00
内容　肺機能測定検査
対象　�町在住の20歳以上の人

で、喫煙歴のある人

定員　30人（先着順）
持物　健康手帳
申込　５月２日（水）～
※�申し込み時に予約時間をお伝
えします

世界禁煙デーの今年のテーマは「たばこ、煙のない環境」です。
※�５月31日～６月６日まで、生き生きプラザ斑鳩内にたばこに
ついてのポスターを掲示しています。

事　業　名 実施日 受付時間 対　象　者 注　意　事　項

大 腸 が ん 検 診 6月5日㈫
容器提出日

9：00～
　11：00 35歳以上

○ 容器は提出日１週間前までに保健
センターで購入してください。（容
器代300円）
※事前申込不要

☆
持
物　

健
康
手
帳

☆
結
果　

４
週
間
前
後
で
異
常
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
通
知
し
ま
す

☆
手
話
通
訳
・
託
児
等
が
必
要
な
人
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

胃 が ん 検 診
（X線検査）

6月8日㈮
6月9日㈯

8：30～
　10：00

35歳以上
（申込先着各20人）

○ 胃がん検診を受ける人は、検査前
日の夕食は消化の良いものにして、
午後9時までにすませてください。
検査当日の朝は、絶飲食です。
　（水・煙草・薬も飲まないでください）
○ 下記の人は、医師に相談のうえ、
受診してください。
・現在お薬を飲まれている人
・ けがや麻痺等があり、運動に制限
のある人
※ 過去にバリウムを飲んで体調が悪
くなった人は申し込み時に必ずお
伝えください。
○ 喀たん検査を希望する人は、当日
容器を保健センターで購入してく
ださい。（容器代270円）

胃がん（X線検査）
 ・肺がん
セット検診

8：30～
　10：00

40歳以上
（申込先着各70人）

肺 が ん 検 診 10：30～
　11：00

40歳以上
（申込先着各20人）

子宮頸がん検診

6月9日㈯

13：15～
　13：45

20歳以上
の女性

（申込先着30人）

平
成
29
年
度
に
町
の
検
診
を

受
診
さ
れ
て
い
な
い
人

○乳がん検診を受けられない人
・ペースメーカーを入れている人
・乳房形成術を受けた人
・授乳中又は断乳直後の人
○子宮頸がん検診を受けられない人
・検査当日、生理中の人
※ 子宮頸がん・乳がん検診は2年に
1回です。
　 申し込み時に必ず、前回受診日を
お知らせください。

乳 が ん 検 診
（マンモ
グラフィのみ）

40歳以上の
女性

（申込先着40人）
子宮頸がん・
乳がん
（マンモグラフィのみ）
セット検診

14：00～
　14：45

40歳以上
の女性

（申込先着60人）

=健康マイレージポイント対象事業です

おとな
■ がん検診（集団）予定表（事前申込要 : 電話申込可）

■ 健康相談予定表（事前申込要 : 電話申込可）

家族そろってがん検診 !

5月31日は世界禁煙デーです !

肺年齢測定
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（通巻632号）

　 28,301人
　　（前月比　＋₉）
　　男13,414人
　　女14,887人
　 　11,683世帯
　　（前月比　＋23）
（平成30年₃月31日現在）
問合せ
斑鳩町総務部まちづくり政策課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
fax　0745�1011
※かけ間違いに注意！

広報

ホームページ
http://www.town.ikaruga.nara.jp/
E メール
info@town.ikaruga.nara.jp

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。
ご近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：総務課（☎0745�1001　内線273）

人の動き

広告

広告
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